
生徒も知らなかった本来の校章！ 

   平成３１（２０１９）年 ４月 
 まずは八重山高校の学校要覧にある校章の変遷を 

見ていただきたい。現存する八重山高校の学校要覧 

は１９６２（昭和３７）年度からで、校章が要覧 

の表紙を飾るのは１９６９（昭和４４）年度から 

である。右写真をみると、なんと左右の羽が５本 

ある校章が翌年まで載っている（1971 年度から 3 年

間は学校要覧表紙に校章が無い）。 

 

創立四十五年記念誌には１９５２（昭和２７）年頃

の音楽発表会の右写真が掲載されている。多分、八重

山高校のシンボルであった尚学館内での写真だと思わ

れるが、当時の校章はやはり羽が左右５本あるのが分

かる。ただ、同じ記念誌の１９５６（昭和３１）年の

ページに９期生の女生徒の思い出が載っているので紹

介したい。 

「中学を卒業して、八重高に合格した女生徒は、晴れ

て八重高生となる日のために、校章がスタンプされた髪をいただいて、黒字に高の字は

黄色、両側の八本の羽は白で、一針一針ていねいに刺しゅうをし、胸章を作りまし

た。」当時は、校章の左右の羽の本数には無関心だったのかもしれない。 

 

１９７４（昭和４９）年度の学校要覧表紙の校章

からは、右の写真（１９７５年の要覧）のような左

右の羽が４本になっている。「高」が少し曲線があ

る形となっているが、この形は１９７７（昭和５

２）年度まで続いている。 

  

１９７８（昭和５３）年度の学校要覧表紙の校章

からは、現在も慣れ親しんだ校章となっている。学

校要覧表紙にこの校章が載るのは１９９６（平成

８）年度までであるが、約２０年間学校要覧の表紙

を飾ったことになる。 

  

 

１９９７（平成９）年度の学校要覧からは、本来

の校章が掲載されている。当時は、１８代仲本正宏

校長である。 

 

 

 

1969（昭和 44）年の学校要覧表紙 

 

1975（昭和 50）年の学校要覧表紙 

 

1978（昭和 53）年の学校要覧表紙 

 

1952（昭和 27）年頃の音楽発表会 

 

1997（平成９）年度の学校要覧表紙 



このように、学校要覧を始めとしてあらゆる所で本来の校章と違う形の校章が使用さ

れており、なぜそのようになったのか誰に聞いても確かな返事は返ってこない。ただあ

る卒業生によると、「生徒が校章と思っていたのは記章だったかもしれない」と述べて

いる。校章を簡略化して記章が作成され、その記章を学帽やその他に使用されたのを生

徒は校章と勘違いしたのかもしれない。いずれにしても、１９５５（昭和３０）年８月

１９日に校旗樹立式が挙行されたのだが、生徒が本来の校章を見たのは１９９７（平成

９）年度の学校要覧表紙に校章が載ってからだと考えられる。 

 

最後に「創立四十五周年記念誌」の１ページに次のような記述があるので紹介する。 

 

            “鷲の像”にみる中学・高校の絆 

 旧制八重山中学校の「校章」は初代校長新里清良氏の依頼を受けた美術担当教諭仲本

賢好氏の手によって原案ができ、その後、沖縄県立師範学校の平田善吉教諭（美術）に

よって今日みる図柄が完成した。原案者の仲本賢好氏は、八重山を象徴する“鷲”を具

象化、中央に中学の「中」を配し、左右に四・四の翼の数で八重山の「八」を構成し、

県立八重山中学校の末広がりを考案したと聞く。新制八重山高等学校の「校章」は、設

立当時の美術部員下地寛敏氏によって原形ができ、それを部長の仲吉良雄氏が修正を行

い製作された。その後、１９５５年（昭和３０）に美術担当教諭屋部憲弘氏によって原

形となっている。下地寛敏氏の原形は、中央に高等学校を表す「高」を中心に左右には

広がる「翼」と「八」の字をデザイン（抽象化）し、雄飛する若鷲と八重山を象徴させ

ている。右に見るように、旧制八重山中学・新制八重山高校のシンボルである「校章」

へ、中・高のちがいこそあれ、「鷲」に託する学校への思いが形象されている。ところ

で、八重山を象る左右の翼の数が一時期五・五の奇数を構成するに至って元（四・四の

八）に戻すようにとの声がもちあがった。そこで、１９７９年（昭和５４）７月１４日

「校章」の図柄の意味が次のように承認された。「地域に根ざした八重高に学ぶ健児ら

が心身ともに健康で進取の気性に富み、たくましい生命をもって高い理想と雄大な計画

の実現に大きく勇躍する。その姿を象徴する」と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立八重山中学校の校旗 

 

 

県立八重山高校の校旗 



県大会で男子バレーボール部が準優勝の快挙！ 

令和元（２０１９）年 ５月 

 

今から３２年前の昭和６２（１９８７）年４月に行われた「昭和６２年度バレーボー

ル全九州総合兼国体選手権大会において八重山高校男子バレーボール部が準優勝に輝く

快挙を成し遂げた。その大会に二回戦から出場した八重高男子バレーボール部の戦績は

次のとおりである。 

二回戦  八重高２－０普天間高校 

三回戦  八重高２－０大平高校 

準々決勝 八重高２－０沖縄工業高校 

準決勝  八重高２－０宮古工業高校 

決勝   八重高０－２北谷高校 

 

監督：長浜和子 

選手：知念生人、下野雅道、伊芸教司、 

前新直志、玉城栄太郎、竹西正好、 

大立幹夫、高那将亨、山當正晃、 

戸真伊隆、石垣芳浩、黒島正 

 

 

 この準優勝には伏線がある。１年前の沖縄工業高校との試合、セットカウント１対１

で迎えた最終セット１３対９から逆転負けを喫した卒業生たちが、「一生悔やんでも悔

やみきれない。こういうことはしてくれるな」と自戒を込めて後輩達に言い残して云っ

たという。それが奮起のきっかけだった。その年の夏休みには宮古で強化合宿を組み

（宮古工業高校との練習試合は３０セットのうち１セットとれるかどうかだった）、そ

の後の県新人大会（１１月）でベスト１６、翌年の２月の県大会ではベスト８、そして

今大会では準々決勝で先輩達が逆転負けを喫した沖縄工業高校にリベンジし、目標であ

った宮古工業高校に準決勝で勝つことができた。長浜和子監督（八重高バレー部ＯＢ）

は、「選手たち自身が話し合いを持ち、部を運営しているのがいかにも高校生らしい」

と述べている。 

 一方、今大会に先立って父母の会が結成され、男子バレーボール部を支える体制も整

ってきた。因みに、八重山高校男子バレーボール部はこの年５月に沖縄県で開催された

第３２回全九州バレーボール総合選手権大会に沖縄代表４校（八重山高校、西原高校、

美里工業高校、北谷高校）として参加した。１回戦で八重高は宮崎県の都城工業高校と

対戦し、善戦したものの１、２セットとも９－１５で敗れている。なお、この全九州バ

レーボール大会には父母の会から旅費の援助があり関係者を喜ばせた。 

 

 

 

 

 



八重高空手道部が日本一に輝く！ 

令和元（２０１９）年 ６月 

 「やったぞ日本一！」昭和５６年度全国高校総合体育大会において、八重高空手道部が 

団体防具組み手の部で全国の頂点に立った。 

 

八重高空手道部は、この年の県高校総体団体防具付き組手（会場は中部工業高校：現美

来工科高校）において次の戦績を上げ、九州と全国大会の出場権を獲得していた。 

１回戦 八重高４－０宮古農林高校 

２回戦 八重高３－２那覇工業高校 

準決勝 八重高３－２辺戸名高校 

決勝  八重高３－２普天間高校 

監督：金城武行 

部員：新本当昭、小浜赫、東里信八、 

神谷武志、波照間浄治、友利昭彦 

（全員３年） 

八重高空手道部は、沖縄県代表として同年７月２３日に九州大会に出

場し、準決勝で熊本工業高校と対戦したが１対１での末惜しくも敗れた。その後、大阪商

大で強化合宿行い、早朝２時間、午後３時間のハードな練習を行い全国大会での打倒熊工

に燃えた。以下は当時の新聞記事からの抜粋である。 

「全国高校総体空手競技は、愛知県体育館で午前９時から繰り広げられた。八重高はシ

ード校のため１回戦不戦勝、２回戦栃木代表の真丘高校と対戦、４－０のストレート勝ち

を決めた。３回戦は九州大会で苦汁をなめた熊本工業雪辱戦に全員が発奮し、２－０で勝

った。大会二日目の準決勝は鹿児島商業と顔合わせ、技が冴えにさえ４－１で下した。１

６８校から勝ち進んだのは過去３度余もインターハイ優勝を成し遂げている“名門校”の

万場高校（群馬県）、八重高は準決勝まで大活躍した友利を神谷に換え決勝にのぞんだ。

試合はスピードある技が次々と決まり４－１と圧倒。優勝旗を勝ち取った。大喜びの選

手、沖縄関係者。さっそく石垣に電話し、喜びを伝えた。金城武行監督は“予算面で年１

回しか県勢と試合を持てないハンディがあった。しかし九州大会で敗れた熊工をやぶり

雪辱を果たしたことで大いに奮起ケリ技を主体にし、試合を進めたのが効を奏した”と喜

びを語っていた。」 

 

その後の八重高空手道部は伝統を引き継ぎ、沖縄県大会で活躍

し優勝２回、準優勝と３位多数の実績を残した。県大会での優勝

は次の通りである。（学校にある盾と記録で確認） 

・昭和 61 年度高校秋季新人空手道大会男子防具団体組手 優勝 

・平成 10 年度高校総合体育大会空手道競技男子団体組手 優勝 

 （平成 10 年度は県代表として全国総体に出場した） 

 監督：伊舎堂 用八 

 部員：守岡長寅竹、守岡人、下地安登武、東江隼人、新崎拳、玉城良 

・平成 16（2004）年度全九州高校空手道大会 男子個人形優勝 仲嶺 亮 

 

日本一のトロフィー 

 
平成１０年度全国大会出場選手 

 

 

優勝パレードの様子 

 

 



美（ちゅ）ら島沖縄総体 2010 レスリング競技石垣で開催！ 

～７人のサムライの戦い～  令和元（２０１９）年 ７月 

今から９年前の 2010 年、美（ちゅ）ら島沖縄総体 2010 が文字通り沖縄で開催された。

そしてレスリング競技が、ここ石垣市の総合体育館で開催された。それに先立つ６月１９

日に、リハーサルを兼ねて九州大会が石垣市総合体育館で開催され、八重山高校はじめ 

１６校から 150 人余の選手・役員が参加した。沖縄県内でレスリング部がある高校は少

なく、八重山高校にレスリング部が創部されたのはその３年前に遡る。 

 

平成 19（2007）年４月、具志堅太一教諭が八重山高校に赴任した。石垣市は 2010 年の

全国総体でレスリングの会場となることが決まっており、レスリング経験者でもある具

志堅教諭はその強化にのりだした。１年目は、１年生の松村雅大君と崎枝俊希君の二人で

あったが、翌年には雅大が弟の魁貴君ら伊原間中学の後輩に声をかけ、インターハイ世代

の三人が入部を決め５名となった。具志堅教諭は、「（石垣の）島の子が出るのと出ない

のでは盛り上がりが違う」と指導にもさらに熱が入る。２年

生の二人は、「自分たちはインターハイ前に卒業するけど、

後輩達を鍛えて、八重高といえばレスリングと言われるよう

になりたい」と気合いを入れている。１年生の村松魁貴君は

「まずは県大会優勝」、奥松悠君は「地元のインターハイな

のでぜひ出場したい」、眞栄城健吾君は「インターハイで優

勝」とそれぞれ決意を力強く語った。 

（右はインタビューを受けた 2008 年の写真） 

平成 22（2010）年度県高校総体レスリング競技の結果と、当時の新聞記事を紹介する。 

 学校対抗戦    

浦添工業高校６－１八重山高校 

浦添工業高校６－１南風原高校     

浦添工業高校６－１北部農林高校     

八重山高校 ５－２南風原高校      

八重山高校 ４－３北部農林高校     

北部農林高校６－１南風原高校      

「レスリング団体の八重山は、練習試合を含め一度も勝ったことがない強豪・北部農林

を下し、２位で美ら島総体出場権を手にした。1 ヶ月前の合宿でも惨敗していた宿敵相手

の勝利に、具志堅太一監督と選手らは高く跳ね上がり、喜びを爆発させた。55 キロ級の

松村魁貴の相手は、昨年 11 月の新人戦に残り６秒で逆転負けを喫した友寄雄太。第１ピ

リオドを落としたが、冷静に第２、第３ピリオドを奪い返して勝利。特に第３ピリオドは

３対１でリードしながら残り２秒でさらに３点技を決め、終盤の弱さを克服した意義の

ある勝利だった。松村は成長の跡を見せつけるように、両拳を高々と挙げた。勢いづいた

八重山は、奥松悠(60 ｷﾛ)、玉城雄輝(74 ｷﾛ)、前盛翔(84 ｷﾛ)も接戦を制した。具志堅監督

は、力は五分五分だが気持ちで勝った、と評価した。」 

県高校総体レスリング競技の個人戦では、八重高の前盛翔選手(84 ｷﾛ級)と長濱優一選

手(120 ｷﾛ級)が準優勝し、全国大会と南九州大会への出場権を獲得した。 

 

八重高レスリング部 

団体成績 

１位 浦添工業高校 ３勝 

２位 八重山高校２勝１敗 

３位 北部農高校１勝２敗 

４位 南風原高校  ３敗 

 

全国総体の写真 



八重高準優勝の偉業！   

  令和元（２０１９）年 ８月 

１９８７（昭和６２）年１０月２６日から３日間にわたり石垣市で第４２回国民体育大

会（海邦国体）秋季大会高校野球軟式競技が開催され、全国の強豪を相手に八重山高校が

予想以上の快進撃で準優勝の成績を収め市民に大きな感動を与えた。 

八重山高校軟式野球部が同好会から「部」に昇格したのは大会前年の５月であった。設

立時の部員は１９人で、学校のグラウンドは他の部活動があり使用が難しいため石垣市

の好意で中央運動公園を主に使用していた。所が同球場は他団体の大会が多く、自由に使

用できず、練習会場が日々変わることによる伝達ミス等もあり常時練習に参加するは３

～４人程度の時もあり部員数は翌年１月には５人にまで減った。しかし、４月に新入部員

二十数人が入部し、９月には慶田城實氏（当時石垣市教育委員会学校教育課長）を新監督

に迎え、翌月に行われる大会に向けたチーム作りの練習が連日休むことなく行われた。 

大会に出場した部員は１３人で、そのうち９人は１年生という急造チームで大会に臨

んだ。八重山高校の初戦は、１回戦を勝ち抜いた陵雲高校（和歌山県）である。陵雲高校

は夏の全国高校軟式野球選手権大会ベスト４のチームであるが、その陵雲高校を３－０

で下した。準決勝では、夏の全国高校軟式野球選手権大会の覇者松山商業高校（愛媛県）

を４－３の１点差で下した。決勝の相手は夏の全国高校軟式野球選手権大会準優勝の横

浜商業高校（神奈川県）で、２－５とリードされ敗戦が濃厚となった９回２死後から同点

とし、がっぷり四つに組んだ戦いを展開し、惜しくも延長１０回に５－６でサヨナラ負け

を喫した。監督の慶田城氏は次のように話している「決勝では５回で４点が入った時、自

分は勝負を捨てた。しかし１３人全員を出せたことがとても良かった。皆が伸び伸びした

プレーをしてとてもうれしい。一番印象的なのは初戦突破したこと。自分たちはまずこれ

に全てをかけ、ベスト４で良いと思っていたので、ここまで来るとは予想していなかっ

た。松山商業を負かして決勝まで来た時には優勝目指して頑張ろうと選手達に言い聞か

せた。準優勝できたのは社会人チームの皆さんが練習相手をしてくれるなど、また物心両

面から協力してくれたお陰。選手達を採点すると、松山戦では百点、横浜戦でも同じ百点

で二百点満点」。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決勝戦の様子を報じる新聞記事 



八重高放送研究クラブの活躍   

  令和元（２０１９）年 ９月 

八重山高校には、永年に亘り実績を残している部やクラブがいくつかある。その１つが

放送研究部（以前はクラブ）で、近年の各大会での実績（最優秀のみ）を紹介する。 

・H25 年 6 月：第 60 回 NHK 杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会最優秀賞 丸山映実香 

・H26 年 6 月：第 61 回 NHK 杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会最優秀賞  古堅真帆(朗読) 

・H28 年 6 月：第 63 回 NHK 杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会最優秀賞  新垣春菜(ｱﾅｳﾝｽ) 

・H28 年 11 月：第 38 回九州高校放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄県大会最優秀賞   新垣春菜(朗読)  

・H30 年 6 月：第 65 回 NHK 杯全国高校放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会最優秀賞 宮澤のどか(朗読) 

 

八重高放送研究クラブは、昭和 53(1978)年に視聴覚教室の完成をきっかけに結成され

た。そしてその年の第 25 回 NHK 杯全国放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会ラジオ番組製作部門で、最優

秀賞をとり全国大会に出場している。翌年の第 26 回 NHK 杯全国放送ｺﾝﾃｽﾄ沖縄大会（於  

那覇市青少年視聴覚ｾﾝﾀｰ）では、八重山高校から男子３人と女子５人が参加し朗読部門

で最優秀に東いそみさん、優秀賞に嵩本由紀子さんが輝いた。ラジオ番組製作部門の課題

では、東いそみさんの家庭を題材にした「我が家のレクリェーション」が最優秀賞に、さ

らに自由では「校長先生、更衣室を造って下さい！」がベスト４に入った。当時の新聞記

事によると、顧問の山内淳子教諭は「昨年も全国大会に出場したが、選に漏れたので奮起

したのが今回の好成績につながったと思う。今度の全国大会は精一杯頑張ってみたい」と

話し、慶田部長は、「去年のレベルよりは勉強したつもりで自信はあった。全国大会でも

頑張ります」と話していた。 

 

 その後も八重高放送研究部は活躍を続けており、今後の活躍が期待される。目指すは全

国大会の頂点であろう。 

 

 

 

 

 

 

昭和 53 年度最優秀賞盾 

 

昭和 54 年度最優秀賞盾 

 

当時の新聞掲載写真 

（昭和 54年度） 



弁論大会での活躍 

  令和元（２０１９）年１０月 

八重山高校の中庭には「榮光」の像がある。これは創立 60 周年記念（2002 年）に建立

されたもので、全国制覇モニュメント「榮光」と呼ばれており、全国１位の実績のみが記

されている。九つある全国１位の中で、全国弁論大会１位が三つあり八重高生の弁論力の

高さを垣間見ることができる。その三つを紹介する。 

・S56 年 12 月：第 26 回文部大臣杯全国青年弁論大会 最優秀賞 嵩本由紀子 

・S61 年９月：第 35 回全国高等学校決勝弁論大会 優勝 平田大一 

・H６年 10 月：第 43 回全国高等学校決勝弁論大会 優勝 宮良奈津子 

当時の新聞記事を紹介する（抜粋）。 

 

 文部大臣杯海を渡る。６日愛知県で開かれた「全日本文部大臣杯争奪青

年弁論大会」で、八重高３年の嵩本由紀子さんが見事に最優秀の栄冠を勝

ち取り“弁論日本一”の快挙を成し遂げた。同大会には１５歳から４０歳

までの男女約５０人が出場。全国の弁論伝統校の生徒や OB など幅広い層

からそうそうたるメンバーの強者が挑戦した。その中で嵩本さんは「ボー

トピープルとの出会い」をテーマにベトナム難民問題を取り上げて堂々と

熱弁をふるい（以下省略） 

  

全国高校決勝弁論大会は去る 23 日に群馬県で開かれ 31 人の弁士が

出場した。九州、沖縄地区からの参加は平田君ただ一人で、「可能性

にかけて」との演台で熱弁をふるった。（中略）平田君が同大会に挑

戦したきっかけは、去る８月３日の全国青年弁論大会に出場したと

き、館林高校の弁論部長と知り合ったのが始まりとか。同大会の特徴

は、他の弁論大会と異なり、ヤジで「度胸」が試されること。大会を

終えて帰島した平田君は、「大会に出場するまでは燃えていたが会場

の雰囲気はヤジがすごく恐い大会だった。そこで優勝したことがまだ

信じられない」と喜びを話していた。（以下省略） 

 

 群馬県立館林高校が主催し、30 日に館林市内であった全国高校決

勝弁論大会で、八重山高校３年の宮良奈津子さんが優勝した。同大

会で同校は 1986 年に平田大一さんが優勝、昨年は大底吟子さんが準

優勝に輝いている。「手話への誘い」と題した宮良さん。サークルで

勉強した覚えたての手話で、障害者の集まりにボランティア参加し

た。関係者あいさつを通訳するはずが、原稿通りではなかったため、

みじめな通訳に終わった苦い経験を紹介。「もっと勉強し、ろうあ

者との心の交流を深めたい。将来は手話通訳士を目指したい」と結

び共感を呼んだ。（以下省略） 

 

 

 

嵩本由紀子さん 

 

平田大一君と担任の仲盛教諭 

 

中央が宮良奈津子さん 



Ｂ・７（セブン） 

  令和元（２０１９）年１１月 

ことの始まりは今年の野球部激励会の席であった。本校野球部後援会会長と雑談をし

ているとき、「かつて八重山高校には人気と実力を兼ね備えたビギンをしのぐ女性だけの

バンドがあったよ」との会長の一言。過去の新聞記事でそのバンドを調べてみた。そのバ

ンド名がＢ・７（ビーセブン）で、八重山音楽祭に向けての記事を抜粋して紹介する。 

 

 Ｂ・７（セブン）「みんな恥ずかしがり屋でステージに立つと上がってしまう」という。

自称、内気な人間ばかり揃っている。八重山音楽祭では、唯一の女性だけによるバンド。

ジャンルはロックとポップス。バンド名のＢ７は、集まったメンバー全員の血液型が偶然

にＢ型だったことから付けられた。全員、石垣第二中学校出身で、現在八重高二年生（1985

年当時）。中学三年生の時にリーダーの波照間香乃さんが呼びかけ、結成された。Ｂ型と

いうメンバーばかりのためか「みんなが集まるとお祭りそのもの」という。それでも、す

ぐ熱くなる人、同調する人、それを引き止める人と、個性は多様。しかしＢ型に特有と言

われる「義理がたい、好奇心旺盛、遊び好き、物事の計算が不得手、他人のものは自分の

もの、困った人を見ると人助けに走る」といった性質については全員が納得、「やっぱり

Ｂ型だね」で、チームワークを深めている。 

メンバーを紹介すると、ボーカルは波照間さん。ゆくゆくはブルースなど何でも歌える

ボーカルになりたいといい、その熱意は「老人クラブに入っても歌い続けます」。ベース

は高嶺尚子さん。「ベースの腕は登野城で一番、だと思う」と恥ずかしそうに言い、「音

楽祭ではチョッパー（奏法の一つ）に挑戦しますから」と念を押す。リードギターは知念

弘美さん。耳が良く、弦楽器は三味線からギターまでこなす。サイドギターは西表香さ

ん。最近、ギターを買ってルンルン気分「バンドのマスコットガール」という。コーラス

＆パーカッションは吉川律子さん。ひょうきんな性格でステージを前にバンドの緊張を

ほぐす。メンバーの紹介では「パーカッ

ションはだいぶ慣れてきた。コーラスは

大川四町内で一番」。ドラムは下里直子

さん。いつも練習の時に雑談を持ち込む

バンド内の情報局。「リズム感では男に

負けない」。キーボードは長野いずみさ

ん。照れ屋な性格。四歳の頃からピアノ

の練習を始め、Ｂ７に入った。もちろん

バンド内では一番長いキャリアを持ち、

「すっきりした演奏を聞かせる」八重山

音楽祭のロックバンドでは紅一点の存

在で、今回で三度目の出場となる。 

  

あれから３０年以上が経つ、Ｂ・７はどうしているのだろう？ 

 

 

 

Ｂ・７のメンバー 



陸上王国 八重山 

  令和元（２０１９）年１２月 

かつて八重山は、陸上王国と呼ばれていた。八重山高校陸上部の県大会での総合優勝

だけで次のような実績を残している。 

（１） 第 13 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ40 年） 

（２） 第 14 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ41 年 2 連覇） 

（３） 第 15 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ42 年 3 連覇） 

（４） 第 25 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ52 年） 

（５） 第 29 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ56 年） 

（６） 第 30 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ57 年 2 連覇） 

（７） 第 31 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ58 年 3 連覇） 

（８） 第 32 回沖縄県高等学校学校対抗秋季陸上競技大会 総合優勝（Ｓ59 年 4 連覇） 

（９） 昭和 52 年度沖縄県高等学校総合体育大会陸上競技 女子総合優勝 

（10）昭和 55 年度沖縄県高等学校総合体育大会陸上競技 女子総合優勝 

（11）昭和 56 年度沖縄県高等学校総合体育大会陸上競技 女子総合優勝 

（12）昭和 57 年度沖縄県高等学校総合体育大会陸上競技 男子・女子総合優勝 

（13）昭和 59 年度沖縄県高等学校総合体育大会陸上競技 女子総合優勝 

  

本校創立 45 周年記念誌（1989 年発刊）の中で、母校の陸上部について玉城学教諭

（当時の陸上部顧問）は次のように述べている（抜粋）。 

「創立 45 周年を迎えた八重山高校の陸上競技の歴史はすばらしいものがある。インタ

ーハイ予選における男子１回、女子５回の優勝、秋季陸上８回の優勝を含め、上位入賞

はかなりの回数に上り、個人的にもすばらしい選手を輩出している。この伝統も先輩諸

氏の地道な練習の積み重ねの結果であり、それを確固たるものに築き上げたのが嘉数重

夫先生（現八重山商工高校勤務）である。1965 年から 1967 年にかけて秋季陸上三連覇

を成し、当時の教え子が現在、県内の中心的指導者として活躍しているのをみてもその

功績は偉大なものである。それ以来、現在まで東新川長詳先生（現小禄高）、仲盛広伸

先生（現八重農）や生徒達の努力によって陸上八重高の名は県内でもゆるぎないものに

なっている」 

  

最初の沖縄県高等学校学校対抗秋季陸

上競技大会３連覇を記念して「榮光の

樹」（あこうの樹）が植樹され、体育館

横で今でも後輩達の活躍を見守ってい

る。 

 

 

 

 

 

 



八重山高校四方山話 

  令和２（２０２０）年１月 

昨年５月に元号が平成から令和に変わった。新しく年も明けたので、八重山高校に纏

わる四方山話を列挙したいと思う。 

（１） 八重山高校の創立年を、当初の昭和 22（1947）年から県立八重山中学校と県立

八重山高等女学校が創立された昭和 17（1942）年から起算することが、昭和 62

（1987）年の創立 45 周年記念時に確認された。 

（２） 八重山高校の創立記念日は、創立当初 11 月 11 日としていたが、上記にある理由

から、平成４（1992）年９月９日の職員会議において県立八重山中学校第１回入

学式の日である４月 26 日が創立記念日に再制定された。 

（３） 八重山高校が開校された昭和 22（1947）年の 4 月に、県立八重山中学校と県立

八重山高等女学校の３年と４年・卒業生を、それぞれ八重山高校の１年と２年へ

編入させている。編入学のためなのか、その年度に入学式と卒業式が行われた記

述がない。翌年の昭和 23（1948）年度に八重山高校の第１入学式と第１回卒業

式（１期生）が挙行されている。そのため、八重山高校卒業期は西暦年度の十と

一の位の数字にプラス 53 をすると良い。例えば今年は 2019 年度なので、19＋53

＝72 となり、第 72 回入学式、第 72 回卒業式、卒業生は 72 期生となる。創立

年はプラス 58 で良い。つまり、今年度は 19＋58＝77 となり、創立 77 年目と

なる。 

（４） 学校沿革によると、創立記念式典等は次のように行われている。 

・創立１周年記念式典（昭和 23 年 11 月 11 日） 

・創立３周年記念式典（昭和 25 年 11 月 11 日） 

・創立５周年記念式典（昭和 27 年 11 月 11 日） 

・創立 15 周年記念式典（昭和 38 年３月 20 日）記念図書館落成 

・創立 45 周年記念式典（昭和 62 年 11 月 14 日） 

・創立 50 周年記念式典（平成４年 10 月 20 日）・「師弟同行」石碑除幕式 

・創立 55 周年記念講演会（平成９年 10 月 20 日）・校訓制定 

・創立 60 周年記念式典（平成 14 年 11 月９日）・「榮光」の像除幕式 

・創立 65 周年記念尚志会主催芸能の夕べ（平成 19 年 10 月 27 日） 

・創立 70 周年記念式典（平成 24 年 11 月 24 日） 

・創立 80 周年記念式典（令和４年     ） 

 

 

創立１５周年記念式典校門 

 

創立１５周年記念式典  

 



抒情 

令和２（２０２０）年２月 

八重山高校は、毎年この時期になると「抒情」という文集を生徒会の図書委員会が発

行する。この「抒情」は、昭和 51（1976）年３月に第１号を発行し、今年で第 45 号を

発行するまでになった。その抒情の発行の経緯を文化委員会と図書委員会は次のように

述べている。 

５、６年前までは八重高にも文芸クラブというものがあって、我々の先輩達が「迷

羊」という文集を発刊しておりました。その内容も豊富で、多くの生徒の参加によって

なされており、文芸活動をいろいろな面で活発に行っていたようです。（中略）しか

し、文芸クラブがなくなってからはいつしか「迷羊」もとだえ、文芸活動も次第に不活

発になってきました。そこで、八重高の文芸復興を計るため、文化委員会と図書委員会

が共に手を組み、その手始めとして文集を発行することを計画したのです。 

 

編集後記には、次のような文章が載っている。 

 

八重高の文芸復興の使命を負って、今ここにうぶ声をあげた第１号文集、「抒情」と

名づけました。感情をのべ表すこと、情（こころ）をうたうこと！我々八重高生に欠け

ている何か。八重高生の求めている何か・・それが“こころ”ではないでしょうか。こ

の「抒情」を手にするたびに、失われたものに気づくことができれば幸いです。いつま

でも愛読され、この「抒情」が号数の重ねられんことを願っています。 

      編集責任者 大島孝雄（図書委員長）・上原恵子（図書副委員長） 

            豊川純一（文化委員長）・田盛千恵子（文化副委員長） 

 

 

   

 
  



八重山高校校歌 

令和２（２０２０）年３月 

八重山高校の校歌は、昭和４０（1965）年１月 30 日に制定され、発表会を行ってい

る。その当時の新聞記事と、発表会の様子を写した写真を紹介する。 

 

昭和 39 年９月 17 日の新聞見だし：八重高の校歌“難産”（毎日） 

 

新聞記事：八重高の校歌“難産” 

去る十日に“校歌々詞”募集を締め切った八重山高等学校は、十四日午後

五時あと、八名の審査員によって第一回の審査を行ったが、きのうその人

選者発表を取材に来た各社の記者に対して、新垣教頭は「いま発表する段

階ではない。私たちは校歌をつくるのにこんなに難しいとは思わなかっ

た」と自らムツかしいかおをして記者撃退にかかった。校歌係の教諭は偏

見で入選者を決定しては困ると審査員に対して応募者の名前をかくし、審

査員も公表しないという厳重な秘密主義を守っているため、記者の誘い水

や、たたこみにも口をガンとしてわらず来月中にはできあがるといっただ

け。日ごろ学校のことにかけてはよくＰＲする平良校長も校歌に関しての

質問にはいっさいノーコメントを保つという慎重な態度で、八重高は校歌

誕生の“難産”に頭を痛めていた。 

 

そして制定された校歌であるが、その校歌の原本と校歌の「校歌解説」が残っている。 

 

校歌解説：先生と生徒が一体となって希望の達成には

げみ、郷土を立派な文化で飾ると共に世界

的人物となり、あるいは世界に雄飛して、

郷土の歴史と共に本校の歴史を一層輝か

し、人類文化に貢献しようではないか。 

 

校歌発表会の様子を写した記録を紹介する。 

 

 

校歌の原文と 

校歌解説（左下）  

) 

 

八重高校歌発表会の入り口（尚学館） 



 

 

 

 

 

 

最後に、校歌の中で「舞ひたちゆかん大天地」とある。「飛び立つ」とは言うが「舞

ひたつ」とは表現しないと思う。思慮した結果、校歌１番にある「おもと山」の山頂付

近から「飛び立つ」ときには、舞うように飛び立つので、「舞ひたつ」と表現しても良

 

記念タオル 

 

職員コーラス 

 

 
八重高行進曲（元応援団長 仲舛先生） 

 

感謝状贈呈 作曲者 外間氏の姪 

 

感謝状贈呈 作詞者 宮城信勇氏 

 

校歌ダンス（本校体育科振付） 



いのではないかと考えた。正しい解釈をお持ちの方がいたら、ご教示願いたい。 


